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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、MAPキナーゼファミリーのメンバーです。MAPキナーゼは、複数の生化学シグナルの統合点として機能し、増殖、分化、転写調節、発達など、多様な細胞プロセスに関与しています。このキナーゼは、神経系のニューロンのサブセットで特異的に発現し、スレオニンおよびチロシンのリン酸化によって活性化されます。マウスにおけるこの遺伝子の標的欠損は、ストレス誘発性のニューロンアポトーシスに関与している可能性を示唆しています。この遺伝子については、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。最近の研究では、この遺伝子における翻訳リードスルーと、代替的なインフレーム翻訳終止コドンの使用を介したC末端延長型アイソフォームの発現の証拠が示されました。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	HEK293 (1)、Hela (2)、SK-N-SH (3)、MCF-7 (4)、Jurkat (5)、およびC6 (6)細胞溶解物に対するMAPK10マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。

